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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非結核性抗酸菌（ＮＴＭ）感染の処置または予防が必要な被験体において非結核性抗酸
菌（ＮＴＭ）感染を処置または予防するための組成物であって、前記組成物は、下記の式
（Ｉ）
【化３７】

（式中、
ｎは、２０～６０００の間の整数であり、
各Ｒ１は、出現する毎に独立に、水素、アセチル、
【化３８】

から選択され、Ｒ１置換基の少なくとも２５％は、Ｈであり、Ｒ１置換基の少なくとも１
％は、アセチルであり、Ｒ１置換基の少なくとも２％は、

【化３９】

である）
を含むポリ（アセチル、アルギニル）グルコサミン（ＰＡＡＧ）を、
単独でまたは抗菌剤と組み合わせて含み、それによって、ＮＴＭ感染を処置する、組成物
。
【請求項２】
　細菌またはバイオフィルムの粘着を低減させる、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　嚢胞性線維症（ＣＦ）特異的バイオフィルムを低減させる、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　粘液接着を低減させる、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
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　前記組成物が、水溶液組成物である、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物が、噴霧された組成物である、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項７】
　前記噴霧された組成物が、肺送達のためのＰＡＡＧを含む、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記噴霧された組成物が、平均粒径直径が１～５ミクロンの粒子を含む、請求項７に記
載の組成物。
【請求項９】
　ＮＴＭ感染を低減させる、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記感染が、マイコバクテリウム・アビウムコンプレックスによる感染である、請求項
１～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記ＰＡＡＧと前記抗菌剤の組合せが相乗的である、請求項１～１０のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項１２】
　前記ＰＡＡＧおよび抗菌剤の組合せの分別阻害濃度指標（ＦＩＣＩ）が０．５以下であ
ることによって示されるように、前記組合せが相乗的である、請求項１１に記載の組成物
。
【請求項１３】
　前記抗菌剤およびＰＡＡＧが、前記ＰＡＡＧまたは抗菌剤の非存在下で最も有効な活性
より少なくとも２ｌｏｇ有効な殺菌活性をもたらす濃度で存在するか、またはそのような
殺菌活性をもたらす１もしくは複数の用量で投与される、請求項１～１０のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記組成物が前記被検体に対してさらに複数の治療剤とともに投与されることを特徴と
する、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　吸入投与のために構成されたネブライザー溶液組成物である、請求項１～１４のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記被験体が、嚢胞性線維症を患っている、請求項１～１５のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項１７】
　前記組成物が、前記被験体に約０．２ｍｇ～約３ｍｇのＰＡＡＧを提供するのに十分な
量で投与されることを特徴とする、請求項１～１６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記組成物が、１日１回投与されることを特徴とする、請求項１～１７のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記組成物が、１日おきに投与されることを特徴とする、請求項１～１７のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記組成物が、週２回投与されることを特徴とする、請求項１～１７のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項２１】
　前記組成物が、週１回投与されることを特徴とする、請求項１～１７のいずれか一項に
記載の組成物。



(4) JP 2017-526714 A5 2020.2.13

【請求項２２】
　抗菌剤の投与と組み合わせて投与されることを特徴とする、請求項１～２１のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記組成物が、前記抗菌剤の投与の前に投与されることを特徴とする、請求項１～２２
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記組成物が、前記抗菌剤の投与と併行して投与されることを特徴とする、請求項１～
２２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記組成物が、前記抗菌剤の投与に続いて投与されることを特徴とする、請求項１～２
２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記ＰＡＡＧおよび前記抗菌剤が単一の剤形であることを特徴とする、請求項１～２２
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記ＰＡＡＧおよび前記抗菌剤が別々の剤形であることを特徴とする、請求項１～２２
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２８】
　前記ＰＡＡＧの平均分子量が、２０～１５０ｋＤａである、請求項１～２７のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項２９】
　前記ＰＡＡＧの平均分子量が、２０～１２０ｋＤａである、請求項１～２８のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記ＰＡＡＧの平均分子量が、４０～１００ｋＤａである、請求項１～２９のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項３１】
　前記ＰＡＡＧの平均分子量が、７０～１２０ｋＤａである、請求項１～２９のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項３２】
　前記ＰＡＡＧの平均分子量が、５０～９０ｋＤａである、請求項１～３１のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項３３】
　前記ＰＡＡＧの多分散性指数が、１．０～２．５である、請求項１～３２のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項３４】
　前記ＰＡＡＧの多分散性指数が、１．０～１．８である、請求項１～３３のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項３５】
　ｐＨが、約７～約８である、請求項１～３４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３６】
　前記ＰＡＡＧの少なくとも１８％が、アルギニンで官能化されている、請求項１～３５
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３７】
　前記ＰＡＡＧの１８％～３０％の間が、アルギニンで官能化されている、請求項１～３
６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３８】
　前記ＰＡＡＧの２０％～３０％の間が、アルギニンで官能化されている、請求項１～３
７のいずれか一項に記載の組成物。
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【請求項３９】
　前記ＰＡＡＧの１８％超が、アルギニンで官能化されている、請求項１～３６のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項４０】
　前記ＰＡＡＧが、前記組成物中に０．１～２ｍｇ／ｍｌ（すなわち、０．０１～０．２
％ｗ／ｖ）の間で存在する、請求項１～３９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４１】
　前記ＰＡＡＧが、前記組成物中に０．２～１ｍｇ／ｍｌ（すなわち、０．０２～０．１
％ｗ／ｖ）の間で存在する、請求項１～４０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４２】
　前記ＰＡＡＧが、前記組成物中に０．２～０．５ｍｇ／ｍｌ（すなわち、０．０２～０
．０５％ｗ／ｖ）の間で存在する、請求項１～４１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４３】
　前記被検体が、嚢胞性線維症（ＣＦ）、慢性肺疾患（ＣＯＰＤ）、原発性繊毛機能不全
、または、非ＣＦ気管支拡張症を有する、請求項１～４２のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項４４】
　前記被検体が、肺損傷を有する、請求項１～４３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４５】
　前記肺損傷が慢性である、請求項４４に記載の組成物。
【請求項４６】
　前記被検体に投与されるＰＡＡＧの濃度が、約５０μｇ／ｍｌ～約６００μｇ／ｍｌで
ある、請求項１～４５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４７】
　前記被検体に投与されるＰＡＡＧの濃度が、約５０μｇ／ｍｌ～約４００μｇ／ｍｌで
ある、請求項１～４６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４８】
　前記被検体に投与されるＰＡＡＧの濃度が、約１００μｇ／ｍｌ～約５００μｇ／ｍｌ
である、請求項１～４６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４９】
　前記被検体に投与されるＰＡＡＧの濃度が、約２５０μｇ／ｍｌである、請求項１～４
８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５０】
　抗菌剤が、リファンピシン、エタンブトール、アミカシン、アジスロマイシン、シプロ
フロキサシン、および、アズトレオナムからなる群から選択される、請求項１～４９のい
ずれか一項に記載の組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１９】
肺疾患
　本明細書に記載されている方法を使用して、肺の疾患または障害を処置または予防する
ことができる。肺疾患は、肺もしくは肺系における任意の問題、または肺もしくは肺系が
、適切に機能することを防止するものを指す。肺疾患は、気道、空気嚢（すなわち、肺胞
）、または間質に影響を与えることができる。肺疾患は、気道、肺組織（例えば、肺組織
の構造）、または血管（例えば、肺循環疾患）に影響を与えることができる。肺疾患には
、これらに限定されないが、急性気管支炎、急性呼吸窮迫症候群（ＡＲＤＳ）、石綿症、
喘息、気管支拡張症、細気管支炎、閉塞性細気管支炎性器質化肺炎（ＢＯＯＰ）、気管支
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肺異形成症、綿肺症、慢性気管支炎、コクシジオイデス症（Ｃｏｃｃｉ）、ＣＯＰＤ、特
発性器質化肺炎（ＣＯＰ）、嚢胞性線維症、気腫、ハンタウイルス肺症候群、ヒストプラ
ズマ症、ヒトメタニューモウイルス、過敏性肺臓炎、インフルエンザ、リンパ管腫症、中
皮腫、非結核性抗酸菌、百日咳、塵肺症（黒肺病）、肺炎、原発性繊毛機能不全、肺線維
症、肺血管疾患、呼吸器合胞体ウイルス、サルコイドーシス、重症急性呼吸器症候群、ケ
イ肺症、および結核が含まれる。
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